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論文の内容の要旨
　本研究で著者は房総半島南部地域の新第三系の詳細な堆積・層序学的検討を基に，海溝陸側斜面堆積盆の詳細
な発達過程を明らかにした。海溝陸倒斜面堆積盆は，海溝陸側斜面下部に発達する堆積盆であり，斜面中の局所
的な凹地形に形成される。この小堆積盆は，収束域における海洋プレートの沈み込みに伴う造構運動に支配され，
堆積と構造変形が同時的に進行した堆積盆であり，その発達過程を解明することは，様々な時代の付加体によっ
て構成きれる本邦地質の形成史を理解する上で重要である。
　本研究では，先ず，これまでの層序学的研究において三浦層群として一括されてきた中部中新統～下部鮮新統
の堆積岩について堆積場および堆積年代を考慮して再定義を行った。その結果，房総半島に分布するものについ
ては嶺岡帯の北側に分布するものを安房層群，南側に分布するものを南総層群として区分した。南総層群の層序
区分は，ひとつの堆積盆における一連の堆積過程を示すものではなく，中期中新世から前期鮮新世にかけて海溝
陸側斜面に同時異相関係をもって発達した幾つかの堆積盆を示すことを明らかにした。特に，一連の堆積の発達
過程を理解するために，宇多断層以南の千倉層群について34層準の凝灰岩鍵層の追跡を行い，詳細な岩相の側方
変化および垂直変化を検討した。その結果，干倉層群には，礫岩層，砂岩泥岩互層，火山砕屑岩層，乱堆積層，そ
してバックグラウンド堆積物（シルト岩層）の5つの特徴的な岩相が認められ，これらの岩相の傾1方・垂直変化
を記載し，詳細な堆積発達過程が解明した。！）火山砕屑性砂岩優勢砂泥互層からなる白浜層の堆積期。海溝充
填堆積物として海溝に沿って，火山砕屑性砂岩および浅海棲の貝化石などの再堆積物が堆積した。2）赤褐色の
火山砕屑性砂岩に代表される白浜層の堆積から，急激に灰色の砂岩泥岩互層に代表される千倉層群主部の堆積が
開始した。この堆積物の変化は堆積物を供給した流路の移行による現象が起こったことが示唆された。3）白聞
津層及び布良層堆積期には，下部陸側斜面の斜面方向に準じた南北性の古流向を示す堆積が進行した。4）海溝
陸側斜面では，時問の経過に対応してプレート沈み込みに伴う造構運動により，陸倒斜面申には，斜面方向に直
交する沈み込み方向に平行な凹凸地形の発達に伴って，東西性の細長い堆積盆の堆積物として川口断層の南側に
形成された畑層は東西性の連続の良い砂岩層優勢砂泥互層から構成され，川口断層付近の側方部の砂岩砂質シル
ト岩互層は，畑層分布域の北西部では，畑層中心部と比べて層厚が10分の五以下に減じバックグラウンドとなる
シルト岩をほとんど堆積させない流路において形成されたことが考えられた。
　このような堆積物の時代決定のために，申期中新世から鮮新世にかけての放散虫化石を用いて南総層群，千倉
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層群，そして西岬層の堆積年代の検討を行った。その結果，房総半島南部地域には南側程，新しい年代を示す堆
積物が分布することが理解された。また，海溝陸傾1斜面堆積盆の堆積物は，大局的には，石堂断層を境にして，北
側に保田層群を基盤とした申～上部中新統の南総層群が，南側に上部中新統の西岬層を不整合に覆う下部鮮新統
の南総層群および上部鮮新統～下部更新統の千倉層群が分布することを明らかにし，付加体とそれをおおう斜面
堆積物の詳細な地史を明らかにした。以上の結果をもとに，海溝陸側斜面堆積盆の詳細な発達過程を議論し，そ
の一般則を明らかにした。
審査の結果の要旨
　著者の研究は，詳細な鍵層の追跡と，生層序学の広範な摘要なしでは得られない，極めて精度の高い研究であ
り，変形の弱い海溝陸側斜面堆積物にそれを適用し，堆積作用と構造作用の一般則を提示したものとして，世界
で初めての研究である。著者の長年にわたる地道な研究が実ったものとして，高く評価される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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